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た文脈である（とりわけ Moulier Boutang, 1998 を























































































のである（Brettell-Hollifield, eds, 2000 参照）。国
際レヴェルの議論のなかで，一種「新たな正説」と
して急速に人気を博してきたのが，「移民の新しい
経済学 new economics of migration」（Massey et 






































































アップしなければならない（この本の Bojadzijev – 

























































































































































































































Ehrenreich-Hochschild, eds, 2003 参照）。昨今拍車
がかかっている現象として，「移民の女性化」という



























































































っ て 代 わ って し ま う よう な も の では な い 」



























































































































































































































































































































することが必要であると考えられた（Negri, A. 2005, 
Books for burning: between civil war and democracy 
in 1970s Italy, translations edited by Murphy, T. S., 
Translated by Bove, A., Emery, E., Murphy, T. S., 
and Novello, F., London-New York, Verso, p. xxxii）。 
5 「移民労働者フリーダム・ライド」とは，125,000 人
にものぼる労働組合や政治団体の支援者たちが，1,000
人ほどの移民たちと合流し，2003 年の 9 月 20 日から
10 月 4 日にかけて，移民政策を変革するための支持を
求めながら，アメリカ大陸を西海岸からニューヨーク








すぎるのである」（Honig 2001: 81）。 
7 邦訳ではサイード（2006: 174）。 




9 「サン・パピエ san papiers」とは，滞在許可証なし
で不法に滞在する外国人のことである。ちょうどこの




10 英語で言うなら giver としての外国人である（Honig 
2001: 99）。 
11 英語で言うなら takerとしての外国人である（Honig 
2001: 99）。 















いると指摘したこともある（Mezzadra, S. 2002, 
Intervista a Sandro Mezzadra. 3 aprile 2001, in 
Borio, G. - Pozzi, F. - Roggero, G. (a cura di), Futuro 
Anteriore: dai Quaderni Rossi ai movimenti globali: 
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costituzione del sociale: il pensiero politico e giuridico 
Hugo Preuss』）し，マルクスを政治的に読解することを試













































『逃走の権利——移民，市民権，グローバル化 Diritto di 
fuga: migrazioni, cittadinanza, globalizzazione』という素
晴らしい本がある（スペイン語版 Derecho de fuga: 












民の政治的分析のために I confini della libertà: per 






ウォルターズの論文（もともとは Environment and 





















働の多数化 Border as method, or the multiplication of 
labor」（http://eipcp.net/transversal/0608/mezzadraneilson/en）  
では，空間論的展開をめぐる英語圏の地理学の研究成果に
も批判的に言及されていて，空間論的展開以降の地理学に
とっても非常に興味深い内容となっている。「方法として
のボーダー」とは，最近メッツァードラが取り組んでいる
研究課題の一つであり，今後の研究の発展が期待される。 
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